
 

 

 

 

 

 

 

 

分教室へ向かう道すがら、雨に濡れたアジサイの花がきらきらと輝いていまし

た。晴れた日には、プールから子供たちの楽しそうな歓声が聞こえてきます。梅雨

の季節の中にも、本格的な夏の訪れを感じる頃となりました。 

先日の授業参観では、お忙しい中御来校いただき、誠にありがとうございまし

た。子供たちが一人一人の持ち味を生かしながら、生き生きと学習に取り組む姿を

御覧いただけたことと思います。１学期も残すところあと３週間。引き続き、子供

たちの豊かな学びを大切にしながら、一人一人の成長を支えてまいります。 

地域に開かれた学校を目指して… 学校間交流の様子 

本校では、地域に開かれた学校づくりを進め、障害のある人もない人も共に支え

合って生きる共生社会を目指し、近隣の学校との学校間交流を大切にしています。

今回は、肢体不自由教育部門小学部５年生と高等部の交流の様子をお伝えします。 

小学部高学年では、毎年、小平市立小平第十三小学校との交流を続けています。

５月26日には、本校小学部５年生と十三小５年生との交流を行いました。十三小

の子供たちの中には、継続した交流を通して、本校の子供たちの顔や名前を覚えて

いる児童もいます。当日は、両校の児童がグループに分かれてボッチャに取り組

み、アリーナのあちらこちらから大きな歓声が上がりました。互いに名前を呼んで応援する姿や、ごく自然にボール

を手渡したり投球を手助けしたりする様子が見られ、年度を越えて育まれてきたつながりの深まりを感じました。 

６月９日には、明治学院東村山高等学校３年生の有志17名が来校し、本校高等

部の生徒と交流しました。全員でボッチャを楽しんだ後、ⅣＡグループ２班、ⅣＢ

グループ、準ずるグループの生徒と明治学院の生徒が「トークタイム」を行いまし

た。「私の好きな色」「私の好きなアニメ」をテーマに、好きな作品や興味のあるこ

とについて語り合い、高校生らしい楽しい会話が広がりました。明治学院の生徒か

らは、「障害の有無に関わらず、好きなものや感じることは同じなのだと感じた。」

「想像だけでは理解できないこと、実際に行ってみないと分からないこと、一歩進

んで関わることの大切さを学ぶことができた。」といった感想が寄せられました。好きなことをきっかけに心の距離

が少しずつ近づき、互いを知り、理解を深め合う、温かく実りある時間となりました。 

病院に美術館がやってきた！（病弱教育部門・武蔵分教室 病院訪問部） 

 病弱教育部門・武蔵分教室 病院訪問部では、美術館と病院をオンラインでつな

ぎ、美術作品を楽しむ授業を行いました。病院のホールの大きなモニターに映し出さ

れたのは、江東区にある東京都現代美術館です。同館では、常設展に加え、「はらぺ

こあおむし」で知られるエリック・カールの特別展も開催されていました。子供たち

は、学芸員の方のお話を聞きながら、常設展の作品をじっくり見たり、エリック・カ

ールの作品づくりの秘密に触れたりしました。常設展では、「太陽のジャイロスコー

プ」という、直径4～5メートルほど

もある大きな球体の立体作品が紹介され、子供たちから驚きの声が

上がりました。また、エリック・カールの作品は、いろいろな方法

で色を付けた紙を、下絵に合わせて切ったり貼ったりしながら作ら

れていることを知り、子供たちは興味深そうに聞き入っていまし

た。美術館で働く方々のお仕事についてのお話もあり、病院にいな

がら美術館を訪れたような、心豊かなひとときとなりました。 

    令和８年６月３０日 
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【保健室より】  

全体で養護教諭２名と常勤看護師３名、主任非常勤看護師１名、総合非常勤看護師３名の他、非常勤看護

師がいます。担任の先生方と連携しながら、児童・生徒が安全に学校生活を送れるよう努めています。 

：学校保健に関すること（定期健康診断やケガや体調不良時の応急処置等） 

         いわゆる保健室の先生です。 

 ：医療的ケアに関すること、通学専用車両に関することを校内の教職員と連携して実施してい

ます。 

 

健康診断・応急手当・健康相談・保健指導・医療的ケアなど、児童・生徒の「心」と「体」の健康に関する

ことを中心に、子供たちが元気に安心して学校生活を送るための健康センターのような役割を担っています。

担任の先生方と一緒に御家庭や主治医などの関係機関とも連携を図り、適切な対応をしていきたいと思いま

す。 

学校生活の中で、健康状態に変化があった場合には、御家庭に連絡して、対応についての相談や確認をさせていた

だくことや、体調に応じて迎えをお願いすることがあります。また、緊急の場合には、保護者の方に連絡、確認の

上、学校から直接病院へ向かうなどの対応をとらせていただくこともあることについて、御理解と御協力をお願いし

ます。 

 

 

 

 


